
14期生 世界史Ｂ 解説プリント① 

序章 地球と人類のはじまり 

地質年代 人類の進化 文化 

新

第

三

期 

 〇約 700万年前 

     アウストラロピテクス 

 

 

〇約 240万年前 

     ホモ・ハビリス 

     ジャワ原人 

     北京原人 

 

〇約 60万年前 

     ネアンデルタール人 

     （ホモ・ネアンデルタンシス） 

 

〇約 20万年前 

     クロマニョン人 

     周口店上洞人 

 

 

 

 

人類の分化と拡散 

 

 

 

 

・簡単な打製石器（礫石器）を使用 

  ＝旧石器時代のはじまり 

 

 

・火の使用 

・改良された打製石器を使用 

 

 

 

・死者の埋葬 

・剥片石器の使用 

 

 

・骨角器の使用 

・洞窟に壁画を描く 

 

 

 

 

・磨製石器の使用 

  ＝新石器時代のはじまり 

・都市の誕生 

 

 

 

鮮

新

紀 

第

四

期 

更

新

世 

完

新

世 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎人類の起源 

  人類は、猿人 ⇒ 原人 ⇒ 旧人 ⇒ 新人の順序で出現 

   〇猿人：約 700万年前に出現 

      アウストラロピテクスなど 

      簡単な打製石器を使用する 

・・・礫石器（れきせっき）：こぶし大の石を打ち欠いただけの原始的な打製石器 

   〇原人：約 240万年前～20万年前に出現 

      ホモ・ハビリス、北京原人、ジャワ原人など 

      火の使用・・・安全、暖房、食物の調理や摂取 

改良された打製石器を使用する 

・・・ハンドアックス（握斧）：石塊を利用した打製石器 

   〇旧人：約 60万年前～3万年前に出現 

      ネアンデルタール人（ホモ・ネアンデルタンシス） 

      使者を埋葬するなどの精神文化が発達 

   〇新人：約 20万年前に出現 

      骨角器の使用・・・動物の骨や角からつくられた道具 

      音声言語が発達 

      洞窟に壁画を描く・・・ラスコーの洞穴絵画（フランス）、アルタミラの洞穴壁画（スペイン） 

 

◎食料生産の開始 

  農耕・牧畜は、約 9000年前の西アジアで始まる 

   

 

 

 

     磨製石器の使用・・・石斧・石包丁などの、表面を磨いた石器 

     灌漑農業の開始・・・生産が安定し、定住が可能になる 

  

                   

 

 

 

 

獲

得

経

済 

生

産

経

済 

猿

人 

原

人 

旧

人 

新

人 

約 9000年前 農耕・牧畜が始まる 

人類の特徴 

・直立二足歩行を行う 

・道具を使用する   

検索してみよう！ 

獲得経済 

狩猟・採集を中心とした生活 

生産経済 

農耕・牧畜を中心とした生活 
食料生産革命 

灌漑とは？   

農耕に必要な水を 

人工的に供給すること 

 
国家（都市国家）の成立 

https://4.bp.blogspot.com/-peK6dKrhbjI/V4SA9F5ooUI/AAAAAAAA8Ow/jB5tENIiWjUtm5EmJnpcCdxmqhSMSo4PwCLcB/s800/gardening_man.png
https://2.bp.blogspot.com/-b7uT5EaQca0/WlGngB9g3WI/AAAAAAABJbo/ROuBp-BBuxg3bf75kfuE24AgEC0Qz8U6wCLcBGAs/s800/animal_ushi_aurochs.png

